














































































































































































続けられていた29。内務省から公認を受けるための請願は 1899年（明治 32）8月 9日から 1



















































道庁長」にそれぞれ改称され、ソウルに移転された41。1945 年から 30 年の隔たりを経て教
会本部の施設が再び韓国に設置されたのである。 
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年（寛政 10）に生まれた中山みきが 41 歳のときに「神のやしろ」になることによって天理教は始まっ
た。神のやしろになってからのみきの 50年間の生涯は「ひながた」と呼ばれ、信者たちの信仰生活の手


























13 『教祖伝』の内容をみると、みきは 1873 年（明治 6）、飯降伊臧（以下「伊臧」と表記）に「かんろだ
い」の雛型を作るように命じた。伊臧は、みきの命に従って高さ約 6 尺、直径約 3 寸の 6 角の棒の上下













ものである。5 節に構成されており、「あしきはらひ たすけたまへ てんりわうのみこと」（第 1 節）
は 1866年（慶応 2）の秋、「ちよとはなし かみのいふこときいてくれ あしきのことはいはんでな こ
のよのぢいとてんとをかたどりて ふうふをこしらへきたるでな これはこのよのはじめだし なむて
んりわうのみこと」（第 2 節）は 1870 年（明治 3）、「あしきはらひ たすけたまへ いちれつすますか
んろだい」（第 3節）は 1875年（明治 8）、「よろづよ八首」（第 4節）は 1870年（明治 3）、十二下り（第





















28 平木実によると、1894年（明治 27）11月と 1895年（明治 28）6月の二度にわたってはじめて天理教の
機関誌『みちのとも』の論説欄に海外布教論が発表された。しかし、これも教団の方針ではなく、個人
の主張であったと彼は言う。平木実、1986、「明治期における天理教の朝鮮・韓国伝教史」、『朝鮮学報』









敬神章」「第二 尊皇章」「第三 愛国章」「第四 明倫章」「第五 修徳章」「第六 祓除章」「第七 立
















33 たとえば、『みちのとも』（1923年（大正 12）6月 20日号、1928年(昭和 3)7月 5日号）の記事内容から
確認できる。 
34 本稿では、この時期のことを「交流断絶期」と表記する。 
35 日韓の交流は、1965 年に締結された「日韓国交正常化」と 1988 年を前後にして韓国で施行された「海
外旅行自由化」の影響によって徐々に活性化された。日韓の天理教の信者の間もこうした国策に影響を
受けて交流が活発になった。 
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47 大韓天理教幹部、2016年 7月 13日（インタビュー）。 
48 大韓天理教幹部、2015年 4月 27日（インタビュー）。 
